
 36 

　
正
し
い
呼
応

⑴
　
主
語
・
述
語
の
呼
応

　
僕
の
希
望
は
、
弁
護
士
に
な
り
た
い
。（
主
語
と
述
語
が
呼
応
し
て
い
な
い
。）

　
　
　
　
　
　
　
→
正
　
僕
の
希
望
は
、
弁
護
士
に
な
る
こ
と
だ
。

⑵
　
陳
述
の
副
詞
の
呼
応

　
ま
さ
か
今
日
は
雨
は
降
る
だ
ろ
う
。（
副
詞
と
文
末
が
呼
応
し
て
い
な
い
。）

　
　
　
　
　
　
　
→
正
　
ま
さ
か
今
日
は
雨
は
降
る
ま
い
。

　
そ
の
他

⑴
　
文
体
…
…
常
体
（
だ
・
で
あ
る
）
と
敬
体
（
で
す
・
ま
す
）

　
・
一
つ
の
文
章
中
で
は
、
常
体
か
敬
体
の
ど
ち
ら
か
に
統
一
す
る
。

　
　
例
　
母
は
料
理
が
得
意
だ
。
毎
日
お
い
し
い
料
理
を
作
り
ま
す
。

　
　
　
→
正
　
母
は
料
理
が
得
意
で
す
。
毎
日
お
い
し
い
料
理
を
作
り
ま
す
。

⑵
　
文
末
表
現
（
文
末
の
表
現
で
、
様
々
な
意
味
を
表
す
。）

　
　
　
・
今
日
は
雨
だ
。
　
　
　
　
　
　（
事
実
を
表
す
。）

　
例
　
・
今
日
は
雨
が
降
る
だ
ろ
う
。
　（
書
き
手
の
判
断
や
意
見
を
表
す
。）

　
　
　
・
今
日
は
雨
が
降
る
そ
う
だ
。
　（
伝
聞
を
表
す
。）

⑶
　
受
け
身
・
能
動
の
表
現

　
こ
の
建
物
は
、
二
十
年
前
に
建
て
た
。

　
　
　�

→
正
　
こ
の
建
物
は
、
二
十
年
前
に
建
て
ら
れ
た
。

⑷
　
正
し
い
言
葉
の
使
い
方

　
妹
は
喜
ん
で
目
を
丸
く
し
た
。
→
正
　
妹
は
驚
い
て
目
を
丸
く
し
た
。

〔
問
１
〕　
次
の
各
文
は
、
呼
応
が
正
し
く
な
い
。
　
　
線
部
は
変
え
ず
に
、
適
切

な
文
に
書
き
変
え
よ
。
　

　
①
　
私
が
好
き
な
小
説
は
、
探
偵
も
の
が
好
き
だ
。

�
TDB

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 YHN

　
②
　
た
と
え
遠
く
離
れ
て
も
、
心
は
通
じ
な
い
。

�
TDB

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　YHN

〔
問
２
〕　
次
の
各
問
に
答
え
よ
。

　
⑴
　
次
の
文
体
の
不
統
一
を
正
し
て
全
文
を
書
け
。

　
　
・
妹
は
毎
日
私
と
一
緒
に
登
校
し
ま
す
が
、
明
日
は
、
一
人
で
登
校
す
る
。

�
TDB

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　YHN

　
⑵
　
次
の
文
を
、「
伝
聞
」
の
意
味
を
表
す
文
に
書
き
改
め
、
全
文
を
書
け
。

　
　
・
来
年
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
。

�
TDB

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 YHN

⑶
　
次
の
文
は
、
受
け
身
・
能
動
の
表
現
と
し
て
お
か
し
い
部
分
が
あ
る
。
そ

れ
を
正
し
て
全
文
を
書
け
。

・
友
人
が
一
人
で
教
室
を
掃
除
し
て
い
た
の
で
、
私
は
手
伝
お
う
と
し
て
教

室
に
入
っ
た
ら
、「
入
る
な
」
と
言
っ
た
。

�
TDB

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 YHN

12⑸

　句
読
点

　読
み
や
す
く
、
意
味
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
適
切
な

と
こ
ろ
で
句
読
点
を
打
つ
。
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①②③④
〉
件
条
〈 3

〉
件
条
〈

〇
五
一

〇
〇
二

 40 

200

4

て
い
つ
に
」
識
意
の
へ
と
こ
る
え
増
が
語
来
外
に
上
以
今
「
は
フ
ラ
グ
の
次

す
で
果
結
た
べ
調

100％

80％

60％

40％

20％

0％
全体 10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上

今以上に外来語が増えることへの意識

わからない

好ましくない

あまり好まし
いことではな
い

まあ好ましい
ことだ

好ましい

新「ことば」シリーズ19「外来語と現代社会」より

〉
件
条
〈①

　題
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
本
文
か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
。

②

　一
五
〇
字
以
上
二
〇
〇
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

③

　具
体
的
な
自
分
の
体
験
を
書
き
、
関
連
づ
け
る
こ
と
。

④

　原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
書
く
こ
と
。

の

〉
件
条
〈
と
あ

外
に
上
以
今
「

　
　

下
の
資
料
は
、あ
る
中
学
校
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で
「
日
本
の
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
学

習
し
た
と
き
に
、
生
徒
た
ち
が
作
っ
た
ポ
ス
タ

ー
で
す
。

　

現
代
は
、「
国
際
化
の
時
代
」「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
時
代
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
は
外

国
の
人
々
と
交
流
す
る
機
会
も
増
え
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
と
き
、
日
本
の
文

化
の
す
ば
ら
し
さ
を
外
国
の
人
た
ち
に
上
手
に

伝
え
た
い
も
の
で
す
。

　

あ
な
た
な
ら
、
外
国
の
人
た
ち
に
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
伝
え
る
と
き
、
何
に

つ
い
て
紹
介
し
た
ら
よ
い
と
考
え
ま
す
か
。
次
の
〈
条
件
〉
に
従
っ
て
書
き
な
さ

い
。

〈
条
件
〉

① 　

二
段
落
で
構
成
す
る
こ
と
。
一
段
落
目
に
は
、
あ
な
た
が
外
国
の
人
々
に
紹

介
し
た
い
と
考
え
る
日
本
の
文
化
を
具
体
的
に
一
つ
挙
げ
、
そ
の
特
徴
を
書
く

こ
と
。
二
段
落
目
に
は
、
そ
の
文
化
を
外
国
の
人
々
に
紹
介
し
た
い
と
思
っ
た

理
由
に
つ
い
て
書
く
こ
と
。

②　

一
五
〇
字
以
上
二
〇
〇
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

③　

原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
書
く
こ
と
。

④　

題
名
や
氏
名
は
書
か
ず
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
き
は
じ
め
る
こ
と
。

２

日本の文化って何だろう？
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べ
調

100％

80％

60％

40％

20％

0％
全体 10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上

今以上に外来語が増えることへの意識

わからない

好ましくない

あまり好まし
いことではな
い

まあ好ましい
ことだ

好ましい

新「ことば」シリーズ19「外来語と現代社会」より

〉
件
条
〈①

　題
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
本
文
か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
。

②

　一
五
〇
字
以
上
二
〇
〇
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

③

　具
体
的
な
自
分
の
体
験
を
書
き
、
関
連
づ
け
る
こ
と
。

④

　原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
書
く
こ
と
。

の

〉
件
条
〈
と
あ

外
に
上
以
今
「

　
　

次
の
資
料
１
・
資
料
２
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
の

一
部
で
す
。「
直
接
会
っ
て
の
会
話
」に
着
目
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
あ
な
た
が
考
え
た
こ
と
を
、
あ
と
の
〈
条
件
〉
に
従
っ
て
書
き
な
さ
い
。

〈
条
件
〉

① 　

二
段
落
で
構
成
す
る
こ
と
。
一
段
落
目
に
は
、「
直
接
会
っ
て
の
会
話
」に
関

し
て
、
あ
な
た
が
資
料
１
・
資
料
２
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
書
く
こ
と
。
た

だ
し
、
数
値
は
取
り
上
げ
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
。
二
段
落
目
に
は
、
一
段
落

目
に
書
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
あ
な
た
が

考
え
た
こ
と
を
書
く
こ
と
。

②　

一
五
〇
字
以
上
二
〇
〇
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

③　

原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
書
く
こ
と
。

④　

題
名
や
氏
名
は
書
か
ず
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
き
は
じ
め
る
こ
と
。

４
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資料１　最も親しい人に、自分の本音を伝えやすい手段・方法は何か
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平成28年度｢国語に関する世論調査｣をもとに作成
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資料２　最も親しい人に対して、誤解やトラブルを招きやすいと感じる手段・方法は何か

直接会っての会話
携帯電話（スマートフォン含む）

等での通話
固定電話での通話

手紙や葉書
携帯電話（スマートフォン含む）

やパソコン等でのメール
テレビ電話等相手の顔を

見ながらの通話
SNSやブログでのメッセージ

手段・方法によって
変わることはない

（％）

直接会っての会話

携帯電話（スマートフォン含む）
等での通話

固定電話での通話

手紙や葉書

携帯電話（スマートフォン含む）
やパソコン等でのメール

テレビ電話等相手の顔を
見ながらの通話

SNSやブログでのメッセージ

手段・方法によって
変わることはない

（％）
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